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An essay of supervision in human care: 
Necessity of group supervision in professional training 
 























































  図表1 スーパービジョンの構造 
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り、対人援助の専門職はそうしたいわゆる偏見や ideology に対して敏感である必要がある。 

















ⅸ ヴァン・デン・ベルクはその著『引き裂かれた人間 引き裂く社会』(勁草書房 1980)にお
いてジェイムズ,W.やミード,G.H.の自我の複数性の所論から｢病的な例外としてでなく、日
常生活の普通の事実として、(パーソナリティの)解体の可能性がある(挿入筆者)｣(ヴァン・
デン・ベルク 1970 p.167)ことを指摘し、それが｢生そのものの変化を示して｣(同上)いる
と述べる。それは発展の二つの流れの一つ、つまり｢人為的な人間の均等性の延長。違う人
びとに対する非寛容｣(同 p.256)への警鐘である。 
ⅹ 良心的エゴイズムについては早坂泰次郎著『〈関係性〉の人間学』(川島書店 1994)に詳し
い。 
